
講義概要／Course description

科目基礎情報／Course information
開講元学部／Faculty 外国語学部／FACULTY OF FOREIGN STUDIES

開講元学科／Department ロシア語学科／DEPARTMENT OF RUSSIAN STUDIES
登録コード／Registration Code FRS10400

期間／Period 2017年度／Academic Year 　　秋学期／AUTUMN 
学期／Semester 秋学期/AUTUMN 
曜限／Period 月/Mon 4 

科目名／Course title ロシア地域研究方法論／METHODS OF RUSS.AREA STUDIES
授業形態／Course Type 講義 /Lecture 

科目ナンバリング／Course 
Numbering FRA121

レベル／Level 100
教員表示名 上野　俊彦

主担当教員名／Instructor 上野　俊彦／UENO TOSHIHIKO
単位数／Credits 2

更新日／Date of renewal 2017/02/23 

講義概要情報／Course description
科目サブタイトル

／Subtitle of this course
ロシア地域研究のための、情報リテラシー、メディア・リテラシー、論文・レ
ポートの作成技術

講義概要
／Course description

1. ロシア地域研究の前提としての社会科学的な考え方について学びます。
2. ロシア地域研究の分野で、コンピューターやインターネットを利用して、レ
ポート・論文・プレゼンテーション資料を作成したり，そのための情報収集・文
献検索に必要な基礎的技術を習得します。
3. メディア･リテラシーとして、インターネットや新聞･雑誌などの情報・記事を
使って、それらの情報や記事におけるバイアス・誤り・情報操作などについ
て考察します。
4. レポートや論文を書くために必要な基礎的技術を習得します。

到達目標（授業の目標）
／Course objectives

社会科学的な考え方を修得する。
コンピューター･リテラシー、メディア･リテラシーを修得する。
レポートや論文を書くために必要な基礎的技術を修得する。

授業時間外（予習・復習等）の学習
／Expected work outside of class

授業で配布された資料を用い、復習をおこなうこと。ディスカッションおよびプ
レゼンテーションの準備をおこなうこと（各回所要時間：3時間）。

他学部・他研究科受講可否
／Other departments' students

不可／No 
※要覧記載の履修対象とする年次を確認すること。
Please make sure to confirm the student year listed in the bulletin. 

評価基準・割合
／Evaluation

出席状況／Attendance　（25.0％）
授業参加／Class participation　（25.0％）
リアクションペーパー／Reaction paper　（25.0％）
レポート／Report　（25.0％）

テキスト1／Textbooks1 出版社・出版年／Publisher.Year　：2010 

参考書／Readings 自由記述／Free Text　：以下の参考書以外のものは、授業の中で、適宜、
紹介します。そのほか、講義概要HPのBooksのページも参照してください。

参考書1／Readings1 
著者名／Authors　：木下是雄
書名／Title　：『理科系の作文技術』
出版社・出版年／Publisher.Year　：中央公論新社・1981年

参考書2／Readings2 



著者名／Authors　：本多勝一
書名／Title　：『日本語の作文技術』
出版社・出版年／Publisher.Year　：朝日新聞社出版局・1982年

参考書3／Readings3 
著者名／Authors　：谷岡一郎
書名／Title　：『「社会調査」のウソ－リサーチ・リテラシーのすすめ－』
出版社・出版年／Publisher.Year　：文藝春秋・2000年

講義概要HP URL
／URL of syllabus or other

information
http://www.geocities.jp/collegelife9354/index.html

講義スケジュール／Schedule

授業計画／Class schedule

1. イントロダクション／個人と社会、日本と外国について考える（1）
※以下は予定であり、授業の進捗状況によりテーマを変更することがありま
す。
2. 個人と社会、日本と外国について考える（2）
3. メディア・リテラシー（1）
4. メディア・リテラシー（2）
5. ディスカッション（1）
6. ワードによる日本語・英語・ロシア語の混在した文書、表とグラフを含む文
書の作成
7. エクセルによる表とグラフの作成
8. パワーポイントによるプレゼンテーション資料の作成
9. プレゼンテーション
10. ディスカッション（2）
11. キリル文字翻字練習
12. 図書館における文献検索の方法
13. レポート・論文の書き方（1）
14. レポート・論文の書き方（2）
15. 提示された課題についての自主研究およびグループワークの実施


